
労災保険給付業務の業務・システムの概要

（１） 組織図 （２） 対象業務の概要

（３） 対象システムの概要 （昭和６０年稼動） （４） システムの主要デ－タ
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労災保険業務に関わるすべての行政について
の企画・実施に関する最高責任機関である。

各都道府県４７箇所に設置されており、労災
保険業務を取扱う部門は労災補償課となる。

労働基準法関係法令等の周知
徹底を図り、労働者の労働条
件や安全衛生の確保改善に努
めるとともに、労働災害を被っ
た者に対してはその補償を行う
など様々な業務を行っている。
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【主要データ】

厚生労働省内ユ－ザ数 約３４００人

年間取扱件数 約７４２万件

年間運用経費 ６６５８百万円

【端末数】

OCR,LP,RT,CP,K-OCR,K-RT,K-LP,RS,RCをあわせて２，８９３台

【主要機器ソフトウェアステップ数】

・HOST-Ｅ 約５０１５Kstep(COBOL)

・FEP 約５５５９Kstep(COBOL)

【更改サイクル】

・HOST-Ｅ ５年

・FEP ８年


